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研究成果の概要（和文）：長江下流域の新石器時代遺跡の古環境変遷および動植物利用の解明を研究した。跨湖
橋遺跡（7000年前）と田螺山遺跡（6000年前）は、海進のピーク期に形成された。水田とドングリ貯蔵穴が経済
を立てていた。良渚遺跡（5000年前）では炭化米が多くなり、米の一極的な経済となる。動物利用では、前半は
シカ類が中心で、後半はイノシシ類が中心となった。魚類ではカムルチーが多く利用された。海進時には、ドン
グリ貯蔵穴が増加した。前半は、水田が海に面していた。水田稲作は非常に古い時期から行われ、灌漑も行われ
ていたと考えられた。

研究成果の概要（英文）：We studied the changes in the paleoenvironment of Neolithic sites in the 
lower reaches of the Yangtze River and the elucidation of the use of animals and plants. The 
Kuahunqiao site (7,000 years ago) and the Tianluoshan site (6,000 years ago) were formed during the 
peak period of transgression. Paddy fields and acorn storage pits were making an economy.In terms of
 animal use, the first half was mainly used for deer, and the second half was mainly used for 
semi-domestic boar.Snakeheads were often used as fish.During transgression, acorn storage pits 
increased. In the first half, the paddy fields faced the sea.Paddy rice cultivation was carried out 
from a very old age, and it was thought that irrigation was also carried out.

研究分野： 環境考古学

キーワード： 古環境　海進　水田　動物利用　植物利用
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　稲作の発祥地である長江下流域の新石器時代遺跡においては、日本と同様にドングリなどの採集経済から水田
農耕経済へ移行したと考えられてきたが、従来より古い段階から水田稲作が行われていたとみなされ、灌漑も伴
っていたと推定された。ただ米一極になるのは、良渚文化期からであり、その発達段階は動物利用も同時に進行
した。良渚文化期では半家畜化されたイノシシが存在し、確実な家畜化への過渡的状態であったとみなされた。
当初からウリやヒョウタンやモモ、スモモの日本の弥生時代の伝来植物は存在し、良渚文化期になると北方系の
アンズが出現し、北側との交流が考えられた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
長江流域では、これまで古環境調査は個別の遺跡における限定的なものに留まり、遺跡の動・ 

植物遺体の全容を解明するような研究は行われてこなかった。本研究では、各考古学文化の分 
布域全体を対象として、各種の自然科学的調査を網羅的に行うと同時に、それを計画研究 A01 
による文化と社会の変遷過程の復元結果と重ね合わせることで、より説得力のある先史時代像 
を描いていく。研究代表者らはこれまでの研究で、植物遺体分析や遺跡生活面の判定に有効な寄
生虫卵分析など新手法を開発してきた。多くの調査と共同研究の経験を有し、海外の研究機関と
も極めて良好な協力関係にあり、即刻着手できる状態にあった。 
 
２．研究の目的 
遺跡土壌ならびにボーリングコア中の自然遺体の網羅的・総合的調査（花粉分析、種実同定、 

樹種同定、珪藻分析、寄生虫卵分析、微細遺体片分析、粒度分析）から、長江流域における完 
新世の環境変動を高精度に復元する。また、新石器時代遺跡における動・植物遺体のデータ集 
成を行い、狩猟・採集段階から飼育・栽培開始期を経て水田農耕定着期に至るまでの動・植物 
利用の変遷を跡づける。さらに、地理情報システム（GIS）から得られた空間情報を用いて、新 
石器時代人の居住地選択および農耕地拡大の時期的変化を追う。新石器時代各段階の比較検討
から、稲作文化の成立から良渚遺跡群に代表される都市的集落成立までの先史人と自然環境と
の相互関係の実態を解明する。 
 
３．研究の方法 
研究方法としては、環境変動の復元、動・植物利用の分析調査、地理情報システム（GIS）の

解析を行い、より具体的には遺跡土壌およびボーリングサンプルの自然遺体分析（花粉分析、種
実同定、樹種同定、珪藻分析、寄生虫卵分析、微細遺体片分析、粒度分析）、大型植物遺体およ
び出土動物群集の分析と整理、貝類遺体および水域環境分析、土器の圧痕として残る種実・昆虫
遺体の同定、地理情報システム（GIS）を用いて行う。中国での海外調査による試料採取および
データ収集と研究室での分析および解析作業に分かれる。現地調査では遺跡における調査とボ
ーリング調査を併行して行う。衛星写真による地理的空間情報の整備においても、微視的なとこ
ろは現地踏査を併用する。対象となる遺跡として、浙江省文物考古研究所が長期間調査を行って
いる河姆渡文化期の田螺山遺跡と良渚文化期の良渚遺跡群が当初より着手する。中国浙江省側
の調査の進展に伴い、良渚文化－広富林文化期の上海市広富林遺跡、馬家浜文化－崧沢文化－良
渚文化期の江蘇省草鞋山遺跡、新発見の上山文化期の湖西遺跡や跨湖橋文化期の井頭山遺跡と
研究対象を順次拡大していき、遺跡空白地帯は踏査による路頭でのオープンカットによる試料
採取やボーリング調査による資料採取を補完的に行っていく。 
 
４．研究成果 
 遺跡の環境を衛星リモートセンシングを活用して調査を行い、5000 年前の都市遺構である良
渚遺跡および囲壁と塘山土塁の地域を解析した。良渚遺跡の空間は人為的に摂取・排水のコント
ロールを行えるように改変され、塘山土塁では水管理を行える施設で農業用水のコントロール
を行っていたと想定された。昆虫の圧痕研究においては、約 6000 年前の田螺山遺跡からコクゾ
ウムシ属の圧痕が見いだされ、比較的安定し貯蔵を行う米作の指標が得られた。田螺山遺跡では、
現在の中国では原産地も不明であるイチョウの木製品が検出され、特殊性が示唆された。これら
長江下流域の遺跡群における動物利用は、ニホンジカ、キバノロ、キョン、ホエジカ、サンバー、
ソフゾウの多種のシカ類利用を中心にしつつ、イノシシ類、スイギョウやイヌ科などの哺乳類が
食用資源となったいた。良渚文化期になるとイノシシ類の利用が多くなり、それが家畜化であり
ブタであるという議論もあるが、顎や歯の変形や炭素・窒素同位体分析においての結果からも確
実な家畜化ではなく至る過程の自然繁殖に委ねた馴化・飼育形態を保有するもの、野生形態を保
有するものもいる状態が示唆された。魚類資源においては、田螺山遺跡においてカムルチーが最
も多く、コイ、ナマズなど淡水魚であり、少ないがトビエイ、ネズミザメ、スズキなどの海水魚
が認められ、最海進期における海と隣接する状況が示された。 
 一方、包括する大きな環境と植物資源からは、海進途中の 9000 年前前後上山文化期は内陸河
川段丘上に立地し、炭化米が検出され、土器内に繊維のように籾が練り込まれる。断片的ではあ
るがコメのウエイトが高く、中国側が主張する水田稲作が開始されていた可能性が高い。7000 年
前前後の跨湖橋文化期跨湖橋遺跡、6000 年前前後の河姆渡文化期の田螺山遺跡は海進のピーク
期であり、小刻みな海面の揺らぎのある時期である。いずれも豊富な炭化米が出土し、水田稲作
が行われたとみなされる。他の食用植物としては、オニバス、チャンチンモドキ、ヒシ、ウリ類、
ヒョウタン類、モモ、スモモなどが比較的多い。また、ドングリ貯蔵穴が構築され、跨湖橋遺跡
ではクヌギであり、田螺山遺跡ではイチイガシであった。花粉分析から、海進によって森林が破
壊され、クヌギ二次林およびガマ原の形成が示唆され、その後森林が回復するところと二次林の
ままのところがあり、この時期の人々は二次植生化した沿岸部を好んで水田を営み集落を構え



た。水田自体、田螺山遺跡で検出されているが、海水の影響を受ける水田であった。珪藻分析か
らは淡水と海水の存在を示す珪藻ばかりで汽水がなく、淡水域が分布する沿岸部に満ち潮によ
り数十キロも進み海水が到達する状況が考えられ、「あおとり」のような満ち潮時に上部の淡水
を取り込む灌漑であった可能性が高いとみられた。海進ピーク時は小刻みな小さい海退と小さ
い海進を繰り返し、ドングリ貯蔵穴は小さい海進時に多くなり、これは海進によって水田が失わ
れたため食料対策として多くなったものと考えられる。5000 年前前後の良渚遺跡群では、炭化
米の量が圧倒的に増加し、90％を超えた。他にウリ類、ヒョウタン類、チャンチンモドキ、モモ、
スモモがあり、ドングリ類はなくなった。また北方系にアンズが出土するようになり、北方との
交流が考えられる。なお、この地域では、マメ類は一切見当たらなかった。 
 以上、長江下流域の新石器時代遺跡の古環境変遷および動植物利用の解明を研究した。跨湖橋
遺跡（7000 年前）と田螺山遺跡（6000 年前）は、海進のピーク期に形成された。水田とドング
リ貯蔵穴が経済を立てていた。良渚遺跡（5000 年前）では炭化米が多くなり、米の一極的な経
済となる。動物利用では、前半はシカ類が中心で、後半はイノシシ類が中心となった。魚類では
カムルチーが多く利用された。海進時には、ドングリ貯蔵穴が増加した。前半は、水田が海に面
していた。水田稲作は非常に古い時期から行われ、灌漑も行われていたと考えられた。 
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オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
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GISを用いた微細地形面分析との連携による水田遺構探索試行
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熊谷真彦
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 ４．発表年
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NGSデータ解析
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 ３．学会等名
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金原正明・金原正子
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糞便堆積と糞石の分析研究
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